
金沢大学附属中学校の研究

主として特定分野に特異な才能を持つ児童生徒に対する指導に関する

研究開発

研究開発の募集課題

研究開発課題（本校が設定した課題）

個々の持つ強みを協働させて「新たな価値を創造する資質・能力」を

育成する新設教科「創造デザイン科」の在り方に関する研究開発

－個別最適化学習とSTEAM教育を柱として－

令和3年度～令和6年度指定 



1. 「創造デザイン科」新設の背景

2. 金大附属中の取組

3. 研究成果

スライドの流れ



１．研究開発課題設定の背景｜新たな社会で求められる資質・能力

Society5.0

創造的問題解決が重要視



21世紀型能力※2 ※2 国立教育政策研究所：教育課程の編成に関する基礎的研究 報告７

創造的問題解決 = 「新しい発想によって問題を解く」※1

※1 西浦和樹：創造性教育の現状と創造的問題解決力の育成

問題解決・発見力・創造力

「よりよい解を創り出す力」の一要因

創造的問題解決能力は身に付けるべき

重要な能力

１.「創造デザイン科」新設の背景｜新たな社会で求められる資質・能力



新たな価値を創造する資質・能力

創造的問題解決 = 「新しい発想によって問題を解く」※1

※1 西浦和樹：創造性教育の現状と創造的問題解決力の育成

１.「創造デザイン科」新設の背景｜新たな社会で求められる資質・能力



新たな価値を創造する資質・能力 例

1
新たな価値の創造に関する
基礎的な知識・技能

創造性とは何か。創造につながる思考ツールの使い方。など

2
新たな価値の創造に関する
思考力・判断力・表現力等

認識されていない内なる課題を見出し，設定した課題を解決
するための最適な方法を考えられる。アイデアを実現するた
めのプロセスを考えられる。など

3 新たな価値の創造に関する態度
イノベーターが有している態度。
（例：自分には何かを生み出し，実行する力がある。斬新な
発想を歓迎し，失敗してもいいからやってみる。）

表1 新たな価値を創造する資質・能力

１.「創造デザイン科」新設の背景｜新たな社会で求められる資質・能力



自らの特性や強みを自覚し，その力

を最大限に伸長，発揮して，自己の

可能性を自覚させることが大切※3

特異な才能を有する生徒

個別最適な学び

※3 文部科学省：「令和の日本型教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，
協働的な学びの実現～

１.「創造デザイン科」新設の背景｜個別最適な学び



• 新たな価値を創造する資質・能力

• 個別最適な学び（特異な才能を有する生徒への手立て）

「新しい学びの場」を提供

創造デザイン科

１.「創造デザイン科」新設の背景｜創造デザイン科の新設



スライドの流れ

1. 「創造デザイン科」新設の背景

2. 金大附属中の取組

3. 研究成果



２．附属中の取組｜研究仮説

特異な才能

各教科等の授業，学校行事

生徒

教師

生徒との関わり

特異な才能を含めた生徒の特性の記録，共有
（校務支援ソフト）

記録，共有

創造デザイン科の授業

協働的プロジェクト型学習（STEAM教育）

インクルーシブ型の拡充的な学習

特異な才能を有する生徒へのアプローチ①

大学，NPO，企業

特異な才能を有する生徒へのアプローチ②

「新たな価値を創造する資質・能力」の育成



※4 文部科学省：特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識者会議 
審議のまとめ～多様性を認め合う個別最適な学びと協働的な学びの 一体的な充実の一環として～

協働的プロジェクト型学習（STEAM教育）

インクルーシブ型の拡充的な学習

才能教育の枠組み※4

・創造性の育成を目指した指導

・型にはめない活動

２．附属中の取組｜研究仮説（創造デザイン科の授業形態）



※4 文部科学省：特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識者会議 
審議のまとめ～多様性を認め合う個別最適な学びと協働的な学びの 一体的な充実の一環として～

特異 きわだって他と違っていること（辞書）

才能

「普通より優れた能力」「創造性」「課題への傾倒」の相
互作用※4。

ある個人が特殊な活動分野で，訓練によって，将来すぐれ
た成果をあげうることが期待される場合，その可能性とし
ての諸能力（知能，創造性，技能，性格）※5。

創造性を育成することが特異な才能の伸長につながる
※5 恩田彰：創造性教育の展開

２．附属中の取組｜研究仮説（創造デザイン科の授業形態）



デザイン思考をベースとしたカリキュラム

共感 問題定義 創造 テストプロトタイプ

１ 2 3 4 5

人に共感し，潜在的な
ニーズを見出す※6

価値ある新しい取組を生む

問題の解決に迫るために，
豊富にアイデアを出す※6

型にはまらない解決策を生む
※6 伊藤文彦：デザイン思考に基づくアイデア生成手法の学習

２．附属中の取組｜研究仮説（創造デザイン科の授業形態）



机上の空論で終わるのではなく，アウトプットを行う

共感 問題定義 創造 テストプロトタイプ

１ 2 3 4 5

２．附属中の取組｜研究仮説（創造デザイン科の授業形態）



• 総合的な学習の時間の目標や育成を目指す資質・能力は，各
学校が定めることができる。

• 「新たな価値を創造する資質・能力」を育成するべきであり，
その指導方法や評価に関しても定められなければならない。

総合的な学習の時間を，「創造性の育成」に特化し，教科化したもの

が「創造デザイン科」である。

２．附属中の取組｜総合的な学習の時間との違い



専任の教員は設けず，当該学年に授業を持つ全職員が創造デザイン科の

授業に関わる。

２．附属中の取組｜創造デザイン科の授業時数と学年テーマ
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２．附属中の取組｜創造デザイン科の年間スケジュール



• 地域「学校周辺の４エリア」

• 問題＝「理想的な姿」ー「現状」

• 「意識をして普通を見直す」こと

を視点にフィールドワーク

共感 問題定義 創造 テストプロトタイプ

１ 2 3 4 5

２．附属中の取組｜第３学年実践例「地域にある問題を見出し，創造的な解決を目指そう」



例「川沿いには，親子，ランナー，サ

イクリストなど，様々な利用者がいる。

利用者に適したベンチがあってもよい

のではないか。」

共感 問題定義 創造 テストプロトタイプ

１ 2 3 4 5

２．附属中の取組｜第３学年実践例「地域にある問題を見出し，創造的な解決を目指そう」



• 各自が解決に向けて取り組みたい問題を決める。

• 「何を問題だと捉えているのか」，「何を解決したいと考えて

いるのか」，「実際に何をしようとしているのか」をまとめ，

一人一枚企画書を書く。

共感 問題定義 創造 テストプロトタイプ

１ 2 3 4 5

２．附属中の取組｜第３学年実践例「地域にある問題を見出し，創造的な解決を目指そう」



• 企画書の問題意識を基に，教師が6名程度のグループを編成する。

• グループ内で各自の企画を共有させ，取り組む問題を決めさせる。

共感 テストプロトタイプ

１ 4 5

問題定義

2

創造

3

２．附属中の取組｜第３学年実践例「地域にある問題を見出し，創造的な解決を目指そう」



• 課題や解決策が，在り来たりなものにならないように，利用者

の潜在的なニーズに迫らせたり，生徒の独創的なアイデアが反

映されたりするような指導を行う。

共感 問題定義 創造 テストプロトタイプ

１ 2 3 4 5

例「サイクリストがベンチを利用する際の状態を再現させる。

その際，様々なパターンを考えさせる。」

２．附属中の取組｜第３学年実践例「地域にある問題を見出し，創造的な解決を目指そう」



共感 問題定義 創造 テストプロトタイプ

１ 2 3 4 5

２．附属中の取組｜第３学年実践例「地域にある問題を見出し，創造的な解決を目指そう」

プロトタイプの一例 写真を加工し，大きさのイメージを共有



共感 問題定義 創造 テストプロトタイプ

１ 2 3 4 5

• フィールドワークで，アンケート調査を行う。

• 金沢市企画調整課に企画をプレゼンし，評価を受ける。

２．附属中の取組｜第３学年実践例「地域にある問題を見出し，創造的な解決を目指そう」
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３．研究成果｜質問紙の作成と因子分析

因子分析の結果（令和３年５月）

作成した調査票

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

社会貢献への意欲 科学的思考への自信 アイデア創造への自信

質
問
紙
得
点

第１学年

第２学年

第３学年



3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

社会貢献への意欲 科学的思考への自信 アイデア創造への自信

質
問
紙
得
点

第１学年

第２学年

第３学年

「アイデア創造への自信」に関する意識が低い傾向は，全国的

なものであると考えられる。
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国立大学附属中学校7校の平均（令和３年度）金沢大学附属中（令和３年５月）

３．研究成果｜質問紙の結果（他校との比較）
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• 「アイデア創造への自信」が向上。

• 「アイデア創造への自信」は，創造的行為への原動力※7。
※７Jae Hwa Lee：Building creative confidence through an interdisciplinary creativity course

３．研究成果｜３年間の推移

3年間の意識の変容（令和３年５月～令和５年１月）



３．研究成果｜外部組織に生徒をつなげる

・第58回石川県発明くふう展「石川県発明協会会長賞」を受賞。全国審査入選。

・令和６年度「知られざるの野町」に関する展示会を開く予定。



３．研究成果｜保護者の反応

授業公開：2022年11月～12月

参加人数：121名

研究だより：3回発行（5月，11月，12月）

11%



３．研究成果｜指導と評価の一体化

評価を前提とした指導が，教員の指導に対する意識を向上さるとともに，
指導の改善にもつながった。

令和6年度「新たな価値を創造する資質・能力（3観点）」に対する学習
評価を行った。

観点 A B C

知識・技能：テスト
創造的なアイデアを発想するために必要な知識を理解している。

111 40 1

思考・判断・表現：企画書
設定した問題を解決するための計画書を論理的にまとめることができる。

49 93 10

主体的に学習に取り組む態度：振り返りシート
創造的なアイデアを発想したり，活動計画書をまとめたりする活動に主体的に
関わろうとしている。

80 73 1

「新たな価値を創造する資質・能力」の学習評価（第１学年）



ご清聴ありがとうございました。

ご意見やご質問がありましたら，1月23日（水）のブレイクアウトルーム
にお集まりください。
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